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かん

詩
し

を楽
たの

しむ暮
く

らし 
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今
こん

回
かい

は漢詩を 作
つく

るのを楽しみに暮らしている残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

S
えす

さんをご 紹
しょう

介
かい

します。S さんは「つたな

い漢詩だけれど」と言
い

いながら何
なん

篇
ぺん

か漢詩を送
おく

って

くださいました。その後
ご

直
ちょく

接
せつ

お会
あ

いする機
き

会
かい

があ

り、お 話
はなし

を 伺
うかが

うことができました。現
げん

在
ざい

、西
にし

日
に

本
ほん

の風
ふう

光
こう

明
めい

媚
び

な地
ち

区
く

にお住
す

まいです。 

Ｓさんは 1944年
ねん

に開
かい

拓
たく

団
だん

に加
くわ

わった 両
りょう

親
しん

に連
つ

れられて、２
に

歳
さい

で満
まん

洲
しゅう

に渡
わた

りました。翌
よく

年
ねん

に敗
はい

戦
せん

となり、母
はは

と２年あまり放
ほう

浪
ろう

生
せい

活
かつ

を送
おく

る中
なか

で 妹
いもうと

を亡
な

くしました。その後母と共
とも

に、ある夫
ふう

婦
ふ

の家
いえ

に

入
はい

ります。夫婦に子
こ

どもがなく、母は、その家の主
しゅ

人
じん

のために子どもを３人産
う

んだそうです。 

筆
ふで

ペ
ぺ

ン
ん

で漢詩を書
か

いて送ってくださったＳさんで

すが、 十
じゅう

分
ぶん

に学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

を受
う

けられたわけではあ

りませんでした。人
じん

生
せい

の最
さい

初
しょ

に手
て

に取
と

った本
ほん

は、母

と身
み

を寄
よ

せた養
よう

父
ふ

母
ぼ

の家にあった「聖
せい

書
しょ

」。その後、

家から 500 ｍ
めーとる

ほどの 所
ところ

にある図
と

書
しょ

館
かん

に通
かよ

い、好
こう

意
い

的
てき

な 職
しょく

員
いん

から本
ほん

を貸
か

してもらい、わからないと

ころがあれば職員に尋
たず

ねて文
も

字
じ

を少
すこ

しずつ覚
おぼ

えま

した。また、農
のう

閑
かん

期
き

の夜
よる

に開
ひら

かれる「識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

」

にもぐり込
こ

み、 大
おとな

人たちの 間
あいだ

で 教
きょう

科
か

書
しょ

を見
み

せて

もらいながら学
がく

習
しゅう

したといいます。 

そのうち近
きん

所
じょ

の子どもの母親
おや

が、Ｓさんが学
がっ

校
こう

に

通
かよ

っていないのに文
も

字
じ

が読
よ

めるのを知
し

り、向
こう

学
がく

心
しん

の

ある子どもだから学校に行
い

かせるようにと養父を説
せっ

得
とく

してくれました。学校に通う許
きょ

可
か

は出
で

たのですが、

学
がく

費
ひ

を出してもらえないため、Ｓさんは石
せき

炭
たん

ク
く

ズ
ず

を

拾
ひろ

ってお金
かね

に換
か

え、学費に当
あ

てました。 
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小
しょう

学
がっ

校
こう

を出た後
あと

は肉
にく

体
たい

労
ろう

働
どう

を経
へ

て、工
こう

場
じょう

で

出
すい

納
とう

係
がかり

に就
つ

き、日
に

本
ほん

人
じん

としては 珍
めずら

しい青
せい

年
ねん

団
だん

の

書
しょ

記
き

も務
つと

めました。 

1988年の帰
き

国
こく

後
ご

は、病
びょう

気
き

がちで思
おも

うような生
せい

活
かつ

ができなかったと言いますが、故
ふる

郷
さと

日
に

本
ほん

の 美
うつく

しさ

や、デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

に通う日
ひ

々
び

の楽
たの

しさとス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

へ

の感
かん

謝
しゃ

など、日
ひ

々
び

の生活の中の身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

で何
なん

篇
ぺん

もの漢詩を書いています。 

今回はお孫
まご

さんの結
けっ

婚
こん

を祝
いわ

って作
つく

った詩と、デイ

サービスの様
よう

子
す

をうたった詩を紹介します。 

 

大婚之喜        めでたき日
ひ

に 

日月増輝 歳月転     

夫妻和睦 朝夕容     

山関海勢 互纏線     

終生伴侶 更情濃     

 

    カーリン カーリン     カ
か

ー
ー

リ
り

ン
ん

 カーリン

第二家园  松怀舒触      

持重安全  车接车送     

帮提包裹  勉体负重     

服务体面  不针烦庸     

茶饭可口  因人而异       

清洗助浴  代疗愈痛     

游戏娱乐  满堂笑声     

早晚体操  增强体能     

待老如亲  缘似亲情     

 老人之园    

 
 

 

 


